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  摂田屋　星野本店　三階蔵の土蔵壁、サフラン酒の土蔵の構造
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１．雪国の蔵について

　土壁造りに限らず、雪国の日本家屋の作りは、雪が多くない地方の作りと

比べて、異なっています。豪雪地帯という観点から、摂田屋にある明治以降

の歴史的建造物を見ると、気づかれると思います。

一つは、屋根の積雪の重量に耐える、柱、梁の太さです。

はりの高さが２５パーセント増えると、積雪に対する強さは２倍になります。

星野本店さんの店舗、ここは昔は別の用途で使われていたスペースですが

以前の柱、梁は、そのまま使用しておられますが、そのはりの太さは別格。

３階蔵の柱、はりも太いです。

もうひとつは、壁にみられる湿気対策です。　もともと日本家屋は湿気対策に

配慮する工夫が多いですが、特に雪国は家屋が半年間、雪に埋まるので、

必須です。３階蔵の土蔵の壁に、その工夫の一例を見ることができます。

　土蔵が作られる前の蔵は、木造です。

　日本の古い時代には板倉が一般的で、土蔵は鎌倉時代に出現し、東日本より

西日本において比較的早く普及し、また山間部より平野部において普及して

いったと云われています。

日本の倉は、もともと丸太や角材で組んで造った倉から板倉、さらに土蔵へと

徐々に移り変わり、その背景には農耕の拡大に伴う森林資源の後退、限りある

木材資源を補うために土壁への依存が高まり、更に都市化の進行で防火の

要求が強まって土蔵化は、加速されたという説があります。

なお、木造の倉の構造のひとつ、井楼（せいろう）造りは、長岡市の中心部

から西の山あいの小国に、小国和紙展示館で、じっくりと見ることができます。

建物自体が特殊な造りの、防犯に重きを置いた井楼（せいろう）造りと

呼ばれる土蔵で、壁、天井にナラの角材を使用しています。

こちらは、公益財団法人山口育英奨学会が運営する施設のひとつです。

江戸時代から続いた名主格の豪農の山口家の跡で、敷地内に、日本石油の

創業家・山口家の企業史料館である敬山閣 のほか、郷土資料館として、

雪国くらし館、漆器館、そして小国和紙館があります。

この和紙館の建物は、重要無形文化財である小国和紙の製造過程と、

山口権三郎が小国和紙の改良再興を図るため明治中期、高知県より求めた

製造用具などを展示しています。
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２．摂田屋　星野本店　三階蔵の土蔵壁

　以下は、長岡・摂田屋で、明治十五年建造の土蔵の壁の構造です。

(星野本店　三階蔵。　当初、二階建土蔵として建造。)

2004年の中越地震で壁が破損、詳しく調査した現物断面を展示しており、

そこに示されているものを文にしました。　当主一家の貴重な什器なとを保管

するための土蔵であり、とりわけ湿気対策に配慮した構造と思われます。

全部で１０層から構成され、内側から順に

(第１層)　内部板張り　厚み1寸の杉板

(第２層)　砂漆喰　内部板に湿気が入って腐食させないためであり、それと

　　　 土ともに壁を接着させるためのもの。

　　　　 (砂漆喰は砂と漆喰を混ぜたもの層)

(第３層)　土下塗り　　荒壁の食いつきをよくするため、土と砂を混ぜたもの

　　　 (第２層)、(第３層)はおっかけで行なう
　
(第４層)　荒壁　３寸くらい塗り、壁の落下防止のために木木舞から

　　　　　　　百足(むかで)縄を下げ、荒壁の甲に塗り込む

(第５層)　砂ずり　荒壁の剥離防止のため、土と砂を２:１の割合で5mm

くらい塗る。

(第６層)　荒壁　　８分くらい塗りたてて縄を伏せ込む。クラック、落下防止のため、

　　　 たて縄は蛇腹から土台まで入っている。

(第７層)　砂ずり　(第５層)同様

(第８層)　斑(第まだら層)直し　土、砂、ワラスサを混ぜたもので壁の凹凸をなくし、

　　　 中塗りの付きしろを一定にする。

(第９層)　中塗り　(第８層)と同じ材料を平らに塗る。　平らでないと仕上の乾きが

まばらになる。

(第１０層)　漆喰白　ノロ掛け仕上げ　　漆喰、石灰つのまた麻つたを混ぜたものを

　　　 しっかりと鏝で圧をかけながら伏せ込む。　その上に石灰とのりを混ぜた

ノロをかけ、鏝で磨き上げる。

ノロとは、セメントや石灰を水で練ったセメントペーストのこと。

漆喰磨きには欠かすことのできないもので、

これを刷毛で塗ることを「のろ引き」という。コンクリートの表面仕上げや、

接着性を増すモルタル下地に施すもので、「あまがけ」とも呼ばれる。
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３．一般的な壁、木造の倉の井籠造、校倉造、土蔵造り
井籠・井楼そ造、校倉(あぜくら)造

(１)　一般的な壁の造り

上から見た断面

漆喰 スサ、消石灰。糊を混ぜたもの　(スサは藁、麻、紙)

土中塗り 粘土、藁、砂を混ぜたもの

粗壁 粘土、藁を混ぜたもの

竹小舞 竹を縦横に組み、縄やシュロで縛る

　特に土蔵では、このような下塗りの層が何層にもなり、各々の土の乾燥を

待ちながら建造するので、蔵の完成には何年もかかると云われている。

(２)　木造の倉、井籠造と校倉造

井籠造、井楼造　(せいろう)

木材を井桁(いげた)状に積み重ねて四面の

壁とした建築構造。

校倉造　　(あぜくら)

断面が三角形となる横材の、三角形の稜を

削り落としたような木材による井籠造。

横材の稜角部が外壁に、平面部が内壁

なり、壁体の木口は鋸歯る。

日本では奈良時代から平安時代初期にかけて，国府，寺院の倉の様式と

して各地に建築されたが，それ以後は例が少ないと云われます。

弥生(やよい)時代の高床(たかゆか)の穀倉のように、古くから倉庫建築にも

この構造がみられ、板材を積み上げた倉を板倉、丸太材を積み上げた倉を

丸木倉といいます。奈良時代の遺構として，正倉院宝庫，東大寺本坊経庫，

唐招提寺の宝蔵，経蔵などがあります。

(３)　サフラン酒の意匠蔵の土蔵造り

　特殊な事例かも知れませんが、太い柱を多用し、その外側に土蔵壁を

つくるものです。意匠蔵では５寸の柱が５寸間隔で並ぶという、密集した

構造の倉で、どんな地震にも耐えられるようにしたと考えられます。

竹小舞

漆喰 (仕上げ)

土中塗り

粗壁 (下塗り)
柱
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